

































































































股家が多い地区は庵原，興津， 小島などの地区てあり， 茶は両河内， 有度で，
水田は有度，
とくに
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???? 第 1種・第 2種兼業別では，
1.L1 JHJ也閑• （ミカンi戊l裔l也ヽ：1n 
第 1種兼業］災家率の大きい地区は小島，






塚， 有度地区 長綺，庵厨地区 広蝕，両河内地区 遠路島）は， そ礼ぞれ， 海岸砂地帯， 都市近郊
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第 2表 作目別経営耕地規模別農家数（蛇塚） 単位・戸
------2'1(□1未j舟!1-: 2-! 3-I 4- f s-16-: 7-! s-I 9-i 10-. 1s-l20以上
総面積 I 4'. 10 l 10 I 1 , I 
髯芍 '5I 9 I 10 ! 1 1 l 1 ｛茶園 s i 10 ! 3 ! 1 ! 2 ! I 、 I I 放 I  I : I  1 i ; i I 
棄 ミカン菌! 3 1 31 2: 21 I : : 1 : ; i ! 
地 山林 l i ! 1 : I I 2 i I 1 I ¥'1 • • 1 1 2 ! I , 1 , 1 














戦後の一時期には砂浜で製塩をし，畑には苺， ピーマン， キュウリなどを栽培し） 山畑には茶，
また
ミカ






















が， 昭和44・45年頃からほとんどの農家が裏作に菊， キュウリ， トマト， ししとう， いんげん， など
を栽培するようになってきており，苺以外の収入を各農家は求め始めている．
集落全体の就業構成を見てみよう （第 3表）．農業以外の業種に就業している者は，ほとんど 30歳
未満の年令層の者が多く， 中高年令層で農業以外の業種に就業している者は 5人のみであり， 自営業
の商店や不動産業，後継ぎ 2人の造船所や電機工場への恒常的賃労働である． そして30歳未満の農外
就業者のほとんどは農家の 2・3男や嫁入り前の娘であり， 清水市や静岡市の市街地に近い所の金属
工場，輸送用機器・電気機器の工場） オ）レゴー ）レ工場， 木材会社， 飲料工場， 土建業， 連送店， 銀
／ー
f丁， ボウリング場などへ通勤している．全就業者の約 8割は農業就業者であり，年令別でも中高年令
層だけでなく若年層にも農業就業者はおり， 農業人口の高年令化は生じていない 廿土屑亨3こ・ 1炎刹屯き別
では全農家25戸のうち，世帯主が農外就業している農家は 1戸のみであり，農家の後継ぎを持つ25戸
i(Jf岡県清水市における農家兼業の地域的構成（赤羽） ?
第 3表 就業構成（蛇塚） 単位 人
令紛数 i1 s~l 20--- : 25..., i 30--- ! 35..., i 40.., i 45..., i 50..., l 5..., l 60--- i 65以上
i ―—| ―ー・—― i ― -1 ― - ·· c- · ···一―了―-I -―-,---:--:---・-,・-・-・ 了―-1・--:--・:-・-:--: —-,--—, ----;---
'男，女 ＇男！女男 1ー女男改男 l、女男 l一女！男改；男！女 1男及男 ，女 1男女：劣！女
! I I I .' I I I I I : I I I' ' . I I i . I 
.• 一..・-・-・-・・ ・.-・ ・ ・-・-・・ー.-・ •..• ― `―. • ..一• 一ー～・.一.一・.ー・.―・ —----· ・-一・ー.. 一·----—ー ・ー・・ ・..―ー・・—· —-- -··- · ——· -- ···---------—• 一 ．．． • 一 •一
! i i 3 : 2 i : : I i I I 4 i ! : ! i ! ' i I 
I 38! 45'1 i _ (1)/1' 
• 8 : 
! 3 • 1 I 2 3 i 5 1 2 ¥ I 6 ! 6 i 4 I 3 : 1 1 3 ! 3I 6 ¥ 10 I (2); , , 1 I , 1 (l: : , , 
建，＆染 II I i I • ! i I: j [ i ! ! : ; ! i : i ! 1: : 
製造業 9i4!2;11411:1 1 ・ 211: : 
卸売・小孔災 i2 ! : I : 1 ! ' : . ' i ' i : : l ' ' : : : I ! 
I I I . • I . ': ! : ; i • : : i . i I • : 1 
命融・保険 2,11 :1j1i 11: ' ' : ' : 
連輸・通信 :1 i : i '. 1 I • . 
i • I'I . i'I 
サービス業 Ii . 2 r 、 , ： 1 , 1 i : [ : : ・ 
分類不能： 1 i 
' I . i • . ; ; / • ; ' i : 1 : I 
, ,'l i 1 [ : !'I : :' 
総数 54i 53. 3 i j 10 i 3 i 3 i 6 i 3 i 2 1 5 • 6 : 2 • 4 i 6 i 6 i 4 : 3 i 5 l 8 i 3 i 3 i 7 ; 10 
! I' I I I I I ! ' I I ! I . —--—... 一・-・ー・..・---・---••.. 一ー ・._: _・・-. 一--・・-・一一.___ __·__—-· ー・--・-・—.. : —...... 一•一.一—ー ·· · · -··-―·-----· ·―-・-・. 一・一.-.: ・-―-・ 一・.--―--














第 4表 農家収入（蛇塚） 単位・戸
刀円' 10未社 : 10,.._,49 ! 50,.._,9 J 1聾 149! 150,.._,19 i 20,.._,249 ! 250----299 ! 300以」一
-・ ···----·-··-· ···-—· —.: --・. -一・-・-・--・-・―--・ —- -―-·---- ・＿ ＿＿．—-·-一·, ---··-―-—·---·-一＿：
総収入 i 8 ! 6・4 ! 2',.. ;) 
押業! i ! ,-' 
泣 ; o ! 14 i 6 i• . 
恒常的貨労働: I i 3 i 3 l 2 : 
自営業
その他（日屑礼，ヽ） i 4 ¥ 1 ' I i 
•. •• •••• -・ • • 一 •一.-・ ・-・-・ ・-・・ 一ー・.一．＿ー.一 ・• 一・-----・--・一 一ー・ 一--・一. - -・ -・- - -
J農業収入はi'l収入から諸経費を引いたもの，以下菜 8・12・18表も同じ． 実態関査結采より作成
のうち，後継きが股業に就業している農家は16戸であり，後継ぎの農外流出はそれ程見られない
｝農業就業者 5人（男 3人・女 2人）が農業以外の仕事に季節的または副業的に就業するが） 男 3人
は夏季に貸テ ントの仕事に就き， 女は商店自営と親戚の合板工揚で短期間働く これらの者の大部分
















辿！廿が多くなり， 工場団池のこ成も行なわ礼， 視在は,1i・の工業地域に指記されてしヽる ;W,J}f./臭‘各□4戸
のうち専染J塁家はなく， 第1種北菜I悶家4戸て，底りの :30戸が第 2神韮菜農家てある （切 5表）．
?
心汀）:'j也）具校では、 100a木盈;jの研地規校のI雙求か多く， 100 a以上は 1戸の1農家たけであり， :30a木乱崎
/.J:(1:2 了：• も虎うり耕且り笈―↓杉~C) 」しセ/(i;、)!」＼さ［、農家か多 t 、






































10 a ? ? ． ? ?，?? ｝ ，?? ? ?????? 2~ 4~ 6~ 8~ 10~ 12~ 11~ 16~ 18~ ＇ 20以上













第 6表 地しi;Jlj経醤＇枡地規模別）設家数（長 1的）
2 l 1 


















2未悩，J 2~ 4~ 
・ー . .. 一.. . .. .. .. . --
5 7 6 
8 : 18 , 6 











s~ 10~ : 12~ 14~ 16~ 18~ ~20以上
—· ・ー●・ー 三----―—．＿＿ー·-一·,―・-・--・ --・・. -・-•• ・ー-:―-・ ··--—-—.·-·· 
！ 













股収入の順 就 業 状 況 経営耕地と作付而稲の順 i 不 動 産
••• •..• - -• ------------- -------------一. --- ---. ---------. ---------------------- -・-- -------— 
1'2 : 3 : J良 業 兼 業 家叫苓 ．総面積 1 : 2 _ 3 i貸家貸店その他
・ ー・-----―--••• ------—- ------ --- -. --—---- ---- ---—-_---——• ——· —-—----------- -• ---••• -----_'. __ ------
1 I A ; S I O HWB Y • B 3 : i 168 a:呆茶田. ! , . -
2 A:S! • HIふ Y BsO • ; 154 : 床 I 灯l
31A:s: !J-I 13心, • I込s4 . w : 1-15 ;'it 田茶
4·S~A i . ; HWB1Y・B4BsBu . : 101 田 ＇ 呆 茶
5 ! A ; R i ! HW M i 97 呆田畑 4戸；
6 ! S A IO -HW • Bふ BふSz y , 90 田 呆 ・茶
7 ! R S : A'1--IW Bi 88 田呆畑 9
8 j A S : R : H W B 1 'MY 86 呆田 ：畑 ， 2
, ! I R; A . H • WB1B2 , FM. 74 果 田，茶 6
10 : R : S ! A ・HW : BI F : 72 田果畑 4
11 R A • HW ! 71 田＇茶果： 6 
12 R A - : H IふY W • 70 田 ，身~: 茶: 10 
13 : S R A -H - B 1 -WY : 64 田呆：茶 3
14 , R A S -HW B 1 Y ; : 61 田 畑 6 ・貸地 80坪
15 . S . A , R : H B 八' • W : 60 : 田茶畑 l
16 . s : A . : H . w B l s 3 . : 60 ・呆： 田
17 R • S -A • H W B 1 M : 58 呆田畑 I 4 I貸地 28坪
18 . S _ A O • H ¥V Y , IふBz恥 56 : 田果 ：灼li 
19 -I : R , A - W : H '. M '. 53 ; 田＇姐 li , ：貸地 60坪
20 • S j R• A HW 恥 s4 • Y i -12 田，畑 貸倉血 90坪
21 . S I A , I--IW 恥 s3 ' l -10 : 田：姐l 呆！！
22 s I R i A : 1-I ' B 4 '¥V i 40 : 田呆，! 2 : 
23 : R I S : A : HW , : MO i 31 ! 田 ：茶：畑 ! 2 : 
24 j R S : A _ ¥V 恥 B4 ! HY : 30 i田．灯I] ; 呆 J 10 ; 
25 ; S 1 R • A • : H O IF MW: 24 ! 田’畑 1 , 4 i 
26 1 R -S : A • W・H B 2'! 23 i田，果 i . 3 I アパート 8室
27 • R , S l A , H B 1 -W 21 j 田！姐l'! 5 ! 
28 I i R : A ~ W _ H• M 20 j 田 l , l 8 j 
29 • S i R ; A : 1-IW 1 20 i田! I 
30 : S -R : 0 • W B 1 i MY 16 l田 iI • ; 貸工場 60坪
31 . R -I -A HW i O O i 15 ! 田 ・姐l ; 1 貸倉庫 2饂；
32 • S . A W B, ! Y I 10 ! 田 ！， ．
33 -S _ R A - W H ; M 10 j 田 i - . I : : 3 
3-1 R -S A• H . S 1 ! W ! 9 : 畑! : i 
---- --一—ー.. -----------・ —-- ----------—---------
, : : 6 ! 
. - -
凡例： A・)農業収入， S・賃労働収入， I・自営業収入， R・不動産収入， H・ 世甜•主（男）， W・妻， F・父， M・ 
母， B1・ 長男， 132・2男， B 3• 3男， S1・ 長女， s 2. 2女， S3• 3女， Y・ 長男の嫁， O・ その他，呆・呆
樹園，茶・茶I蒻， J農家は経営耕地規模の順に上より並べた. sは農業就業者の日屈い，内職なとの収入
も含むc 実態調蓋結果より作成














ある．世帯主・ 後継ぎとも農業に従事する農家 6戸のう ち4戸は農業収入 100万円以上， 耕地規模

















万円 I10未満 10~49 1 50~99 ! 100~149 i 1so~199 1 200~249 i 2so~299 ¥ 300以上




3 5 I 6 
農 業 13 14 3 2 
恒常的賃労働 7 8 5 6 1 
自営業 I 3 不動産 7 12 2 2 






専兼別農家数では，調査戸数33戸のうち 8戸が専業農家であり， 16戸が第 1種兼業農家， 9戸が第
2種兼業農家である． 経営耕地規模でも専業，第 1種兼業農家が上位を占めている（第 9表）． 経営
耕地規模では， 40 a未滴の農家から 300a以上の農家まて存在し農家間の差が大きい． 地目別では
（第10表）， ミカン國は農家間の差が大きいが，茶園は40a未満の農家 21戸，所有せす4戸， と多く
の農家が小規模の茶園しか持っていない． ミカン園はすべての農家が所有しており，出作を除けば 1
戸当り平均耕地規模は 140aてあり， 全耕地面積の 8割をミカン園が占め，山地の斜面を利用したミ










にも農家18戸による1,800aの共同農場がある 20)_ これらは，いずれも昭和40年から 43年の間に借入
第 9表 専兼別経営耕地規模別農家数（広瀬） 単位・戸
~II. 1・ 2未為 2 ~4~I 6 ~8 ~10~ 12~ 14~16~ 18~ ¥ 20~¥ 2~¥ 24~I 26~[ 28~30以上
屯業 i ! 1' ~~ 丁―Il i i l i l l'l'l I-; 
第1稲兼業 1 ! ! 2 ' ! ' I i i 2 11 , l , ! , 1 
第2種,, 112 1,11 1111 l I I I 
合計 1 1 2 j I ! 2 I 3 1 4 I 3 I 1 2 3 I 2 3 I 3 2 1 
実態調査結果より作成
第10表 地目別経営耕地規模別農家数（広瀕） 単位・戸
~~1:~l•:~ 1,:~ I B:-; lO:~ 12:~ ! l:~: !6:~ f lB:~ I 2~-: ":~ ロニロ／以上
12 人文地理学研究
第11表 就業構成（広瀬） 単位・人
~ 年令且麟数 15,._, 20~- 25,._, I 30,._, I 35,-., i 40r-., I 45,._, I 50,._, I 5r-., ! 60r-., ! 65以上
業種 ~I叫女玉戸玉-r;玉戸I玉五I叫叫玉□1虹［月叫女i玉戸l叫叫男 1女
2 4 4 5 5 4 5 8 6 5 14 
製造業 6 7 I 31, 4 2 I I t! I I I ;！卸売・小売 I 2 I II ＇ 
金 恕ー、 ・保険 1 1 , 
























存続していると言える． しかし世帯主 33人のうち 7人が，後継ぎ 23人のうち 10人が日屈いに出てお
り， ミカン栽培が経営的に思わしくなくなってきた昭和44年頃から日雇いに出る者が多くなってきて




を始めた農家 1戸，植木業を自営する農家 1戸，貸家を持つ農家 1戸，雑貨店を自営する農家 2戸が
静岡県清水市における農家兼業の地域的樅成（赤羽） 13 
第12表 農家収入（広瀕） 単位・戸
万円 10未it,¥i . 10~19 1 so,...,9 
. ー-・.-・-.... -----------------------・ ―..... -----・-・-―--・ 
総収入
農業 ' 3 
恒常的賃労働 3 
自営業 7 
その他 5 1 
-・ ・—-―-一·--------一----.-. --....••.• -• .. -
一万円未満阻揺:Ii入
1 100~149 ! 150~199 ! 200~245 l 2so~299 : 300以上
i 11 ; ： 4 i 9 ¥ 6 ! 
I 12 , 5 2' 
4 ! 1 ! ! 
1 ; 1・1 I : 






／農家収入については， 股業収入の比重が相対的に高く （第12表）， 平均すると農家収入の 6割を農
業収入が占める．残りの 4割を賃労働収入と自営業の収入が占めている






















蒻兼別殷家数では，専業）農家 4戸） 第 1種兼業農家13戸，第 2種兼業農家21戸であった． 専兼別の
経営耕地規模を見ると （第13表）， 専業）第 1種兼業股家は経営耕地規模の比較的大きい農家に多い
第2種兼業農家は農家総数の 2/3を占めており， また経営耕地規模でも 100a以上の耕地を持つ農











ヽ 1~-------、 >~IOa·l i - : 2未満 2,.._, . 4,.._, , 6,.._, ;3,.._, ! 10,.._, ·12~ 
‘｀ー・、、--—·' ; i r ---・---―-----・ ——-·-,-------~--- --------'-—---------'-----··-. ---—~----··· --—-
訂業； 1 : i, : 1 
第 1種兼裳 3 i 1 i 1 : 3 
, ! I : 
第 9 I 2種// : 2 3 6 ・ 3 i 2'3 
合計-'2 3 : 10 : 4 ! 3 : 7 
----・-―-・--------------_________'._ __—--------·---· 一-·•·--
i 16,.._, : 18,.._, ; 20以上
: ------—• 一•一―---;・
: l ¥ l ¥ ¥ 
, , I i 
2 : 3 : ; : 
l : l 
i ・ i
3 : 5' 





















?ー ? ? ? ? ? ?
?? ?
?




----、＼＼万円 i • ' I 
-.__ I 10未満 I 10~29 I 30~49 : 50~69 : 70~80 ・ 90以上
ヽ ー・・→・・、一 ー 一 ---- -、 ・-
i 0 : I 
茶 I o I 10 ¥ 12 • 8 ! 4 i 1 
ミカン l 7 i 13 9 ' l I • 1 
筍， 20 :, s l : 
---―-- - . ---・ -
粗収入から諸経費を引いたものである．一万円未縞四捨五入
実態謁査結果より作成
あり，畑は自家用 ほとんどである． 茶園については， 60 a未満の農家が多く， 平均 42aであ
ァ? ミカン園が 100a以上を持つ農家から全くミカン園を持たない農家まであるのに比べ， 茶園は大
なり小なりすべての農家が所有している
山林については， 山林を持たない農家が 9戸あるが） 100 a以上を持つ農家も 13戸ある 山林の樹
種は主に杉や桧であるが， 50年に 1度伐採できる程度なので， 農家が大きな支出を必要とする場合に
のみ伐採されることが多い． ? ???
??
? 全戸数の 2/3の農家が竹林を持ち， 筍を採取している 竹林は
10,.._,20 a程度の規模が多く，平均して農業収入の1071る前後を筍が占めている．
て見ると （第15表）， 茶の収入が最も多く， ついでミカン， 筍の順であり，
主要作物の収入につい
の平均では茶42
万円， ミカン26万円，筍8万円であった そして，茶の収入を農業収入の第 1位に上げる農家が38戸
第16表 就業構成（遠路島） 単位・人





























? ? ? ?
実態調査結果より作成





















1 : A 
2 , A 
3 i A 
！ 
4 : A 
r 
;:i : A 
6• A 
7 1 S 
8 : A 
9 . A 
10 , A 
11 A 
12 i A 
13 ; S 
14 S 
15'/¥ 
lG • S 
17・A 
18 I 
19 ; S 
20 ; I 
！ 
21 : S 
22 i A 
23 : A 
24 i S 
25 ! A 
26 i A 
27 : S 
28 ! I 
29 ; S 
30 i S 
31 j A 1 
32 • A : S 
I 
r、,., I 
ぷ)'s : . ! A 
34 : S I A 
r . 
3;) : I : A 
36 [ S i A 
37 i S ! A 
I I 
38 : S i A 
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クシー会社，商店，病院， 市役所， 郵便局， 農協， 教員などであるまた勤務場所は清水市街地20






















一総収入農業 I恒常的賃労働 I I 
自営業 I
その他 I 3 
一万円未満四捨五入
第18表 農家収入（遠路島） 単位・戸
I --I ' I 10,.__,49 so~99 I10,.__,149 1 1so,.__,19 I 20,.__,249 1 2so,.__,29 '. 200以上
I I I 
3 5 I 16 8 3 I 3 
17 13 ! 7 1 I 
4 6 10 3 I 
,...'I 








）拠‘家の同来に対する意向調査結果については， 「農業は現状紐持」と答える農家が多いが， 約 8判
の1盟象が「］巖業をやめると生計が立ててゆけない」と答え， 農家の多くは股業を続けてゆく意志を持
















































----―_: ---------・-: ——• 一・-・-
A; 股業:1幾











ー・・—--- -· - ---・1・ 一-・ー ・ー・ ・--・-----―： ・ー一..――---・・ ―---
6 18 
l 16 1 9 ¥ 
i 2 ¥ 7 i 1 l ; : I 合計—: 25 : 29 : 28 i I• 33 
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9) ;{J!,Jfi.lもピ．ら 1.ヽ て 1—:iJJiWI 1本当り/,:'-60円の粗収入で
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-1 rj ~ s月，柏え付けが 9月，収穫ぱ10月~3月て
ある. {:'): を早期糾尖させるために,-, 1府は 8月乞常士
ii」舵の高冷地忙—-·ll与(()応移柏される
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21) ミカンの収穫期 (11 月 ~12Jn には，北羞；逆．束
北からの扱）農者か集落全体で約80人屈用される．晋
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Regional Composition of Non-agricultural Works of Farm-Households 
in Shimizu City, Shizuoka Prefecture 
Takayuki Akahane 
This parper is a regional study on the mutual relation between agricultural management and 
non-agricultural works of the farm-household. For this purpose, the Shimizu City, Shizuoka 
Prefecture, Pacific belt of Japan, where non-agricultural works of farm-households are increasing 
and urbanization is proceeding rapidly, was selected as a c-ase study area. The agricutural regions 
of Shimizu City are divided into four districts: 1) Southern coastal district where horticulture is 
prosperous, 2) Suburban district 3) Mountain foot district where the cultivation of citrus is pro-
sperous and 4) Mountainous district where the multiple cultivation of citrus, tea, bamboo shoot, etc. 
is managed. In order to compare these four agricultural districts with each other, the author 
selected four farm villages (Hebizuka, Nagasaki、Hiroseand Oroshima) which would represent each of 
the four agricultural districts. Agricultural managements and non-agricultural works of farm-
households of these four farm villages were investigated in 1971-1973. The investigations reveal 
that Hebizuka where the agricultural management is specialized in the cultivation of starwberry in 
plastic houses, and Hirose where the cultivation of citrus is a main agriculture, are very labour 
intensive and lucrative in their agricultural management. Non-agricultural works of farm-households 
in these two villages are mainly done by sons and daughters exept successors (eldest sons). House-
holders and successors remain as agriculturalists. Agricultural income occupies a larger part of the 
total income of farm-households. Thus in these two agricultural districts, the increase of part-time 
farm-households is not remarkable. But in Nagasaki of the suburban district, Oroshima of the 
mountainous district, non-agricultural works are done by not only sons and daughters except succe-
sors but also hoseholders and successors. This means that in these suburban and mountainous 
districts part-time farm-households are increasing. Especially, in Nagasaki non-agricultural works 
are not only employments in factories, stores and others but also works of real estates. Many 
farm-households have some nonf arm real estates and the income from non farm real estates amounts 
to a large part of total income of the form-households. Such real estates are rent houses, rent 
shops, rent factories, rent warehouses, etc. The city office of Shimizu designated Nagasaki as an 
industrial district and non-agricultural land uses are increasing rapidly at present 
Such being the case, the farm villages of the southern coastal horticultural district and the 
moutain foot district where the citrus cultivation is prosperous, does not see an increase of part-
time farm-households and agricultural managements plays a leading role inf arm-household. In the 
mountainous district such as Oroshima, the natural conditions for agriculture (e. g, landform, 
weather condition, etc.) are inferior to other districts, a叫 agricultural management is unstable 
comparatively. Many farm-households incline to require non-agricultural incomes. This means 
that in the mountainous district the form of non-agricultural works is a type patterned by domestic 
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factors of farm-households, that is, a voluntaly type of non-agricultural works. Meanwhile, in the 
farm villages of the suburban district, as many factories have gone out into the farm villages and 
the builじuparea has been expanding, many farmers sold their arable lands to the factories, shops, 
residences and lent them for non-agricultural land uses. Thus, many farm-households have some 
nonf arm real estates and the income from non farm real estates constitutes a large part of total 
income of farm-households. This means that in the farm villages of the suburban district, the 
form of non-agricultural works is a type patterned by exterior factors to farm-households, that 
is, a forced type of non-agricultural works by urbanization. 
